












た．特に‘淡路ホワイト’が 9 月19日播種までの効果で
あったのに対し，‘淡路ピンク’では10月17日播種まで
の遅い播種日まで効果がみられた．また，開花促進日数
も‘淡路ホワイト’では最大33日であったが，‘淡路ピ
ンク’では46日となり，PCa処理の効果に品種間差が認
められた．
　久松 3 ）はPCa処理の開花促進効果は気温や品種によ
り異なる可能性を示唆している．このPCa処理の効果
の違いは，処理時に植物体が花芽分化を誘起される節数
に達しているかに影響されると考えられている．また，
PCa処理の開花促進効果は，生体内のジベレリン濃度と
関係することが示されており，その効果は高温期に高く
低温期では低いとされている．このことは，本実験で播
種時期が遅く，低温期になるにしたがい開花促進効果が
減少していることと一致する．
　無処理区での‘淡路ホワイト’の到花日数は， 8 月 8
日播種が最も長く，播種日が遅くなるにつれて減少し，

‘淡路ピンク’は‘ホワイトアイアン’と同様，10月上
旬の播種日まで増加し，その後減少に転じた．このこと
から，‘淡路ホワイト’は花芽分化の限界高温が低い晩
生種であり，‘淡路ピンク’は限界高温が比較的高い中
生品種と考えられる．
　また，PCa処理による到花日数をみると，‘淡路ホワ
イト’では 8 月 8 日から10月31日までの播種日ではほぼ
同じ日数を示し，それ以降は播種日が遅くなるにつれて
減少した．しかし，PCa処理により節数が減少するもの
の，到花日数はほとんど変化しなかった．これは，‘淡
路ホワイト’では花芽分化が誘起される節数に達して
も，それが低温期であるため花芽の生育が緩慢なために
到花日数の変化が少ないためだと考えられる．
　‘淡路ピンク’のPCa無処理区では‘ホワイトアイア
ン’と比較して10月 3 日および10月17日播種では切り花
長がほぼ同程度にもかかわらず，節数は 8 から10節程度
多かった．PCa処理区でも同様の傾向を示した．これは，

‘淡路ピンク’の節間伸長性がやや劣ることを示してい
ると考えられ，今後は，吉村ら 5 ）が節間伸長効果を示
すとした，遠赤色光照射等による切り花形質向上を検討
することで，二期目への適応性が高まるであろう．
　以上のことから，‘淡路ホワイト’と‘淡路ピンク’
の二期作への適合性において，‘淡路ホワイト’はPCa
処理により開花促進効果があるものの年内には開花せ
ず，一期目への適応性はないと判断される．しかし，11
月以降に播種する二期目においては，‘ホワイトアイア
ン’より長い切り花長が得られることから，‘ホワイト
アイアン’に代わる品種として有望と考えられる．‘淡
路ピンク’はPCa処理により年内に開花させることで
一期目への適応性が高いと判断される．二期目では節間
伸長性が劣ることから，今後，切り花の伸長対策の検討
が必要と考えられる．
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